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平成３１年 第３回栗原市農業委員会総会議事録 

 

 平成３１年 ３月２７日午後１時３０分、下記の件の議定のため、平成３１年 第３回

栗原市農業委員会総会を、栗原市役所金成庁舎に招集した。 

 

日程第 １ 議事録署名委員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第  ３  事務報告 

日程第 ４ 報告第 １号  農地の現状変更届出について 

日程第 ５ 報告第 ２号  農地法第１８条第６項の規定による通知について 

日程第 ６ 報告第 ３号  使用貸借権の解約通知について 

日程第 ７ 報告第 ４号  平成３１年度栗原市農作業標準賃金について 

日程第 ８ 議案第 １号  農地法第３条の規定による許可取消願について 

日程第 ９ 議案第 ２号  農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第１０ 議案第 ３号  農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第１１ 議案第 ４号  農用地利用集積計画について 

日程第１２ 議案第 ５号  農用地利用配分計画について 

日程第１３ 議案第 ６号  非農地証明願について 

日程第１４ 議案第 ７号  平成３１年度栗原市農業委員会事業計画について 

 

 

１ 出席委員 （１８名） 

      ２番 大 黒  昭 夫 委員、  

３番 阿 部  一 信 委員、      ４番 吉 田  優 俊 委員、 

５番 岩 淵  敬 一 委員、       

７番 狩 野  善 典 委員、       

９番 曽 根  金 雄 委員、     １０番 千 葉  優 子 委員 

  １１番 鈴 木  春 江 委員、     １２番 尾 形  陽一郎 委員、 

  １３番 及 川  正 一 委員、     １４番 多 田  仁 一 委員、 

                       １６番 菅 原  英 俊 委員、 

１７番 岩 渕    弘 委員、     １８番 佐々木    弘 委員、 

１９番 佐 藤    勝 委員、      

２１番 秋 山  憲 義 委員、     ２２番 米 山  嘉 彦 委員 

２４番 鈴 木  康 則 会長 
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２ 欠席委員 （ ６名） 

   １番 三 浦  正 勝 委員、  ６番 佐 竹  きみ子 委員 

８番 大 場  裕 之 委員、 １５番 佐々木  吉 司 委員、 

２０番 狩 野  和 義 委員、 ２３番 黒 澤  光 啓 会長職務代理者 

 

３ 議事に参与した者 

   事務局長      小野寺  昭 仁 

事務局長補佐    阿 部  泰 憲 

主幹兼農地農政係長 小野寺    崇 

農地農政係 主査  菅 原  賢 一 

農地農政係 主査  千 葉  美 香 

 

 

    （ 午後１時３０分 開会） 

 

 

議長（会長） 

ご起立願います。「ご苦労様です。」ご着席願います。 

只今から、平成３１年 第３回 栗原市農業委員会総会を開会いたします。 

 

 

議長（会長） 

ただいまの出席委員は、１８名であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

欠席の通告があります。 

 議席番号１番 三浦 正勝 委員、議席番号６番 佐竹 きみ子 委員、議席番号８番 

大場 裕之 委員、議席番号１５番 佐々木 吉司 委員、議席番号２０番 狩野 和義 

委員、議席番号２３番 黒澤 光啓 会長職務代理者から、所要のため欠席する旨の通告

があります。 

 

 

議長（会長） 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

なお、議案説明等のため、事務局長ほか、関係職員を出席させております。 
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議長（会長） 

日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

 議事録署名委員は、議席番号 ２番 大黒 昭夫 委員、 

議席番号 ３番 阿部 一信 委員の両名を指名いたします。 

 

 

議長（会長） 

日程第２、会期の決定を議題とします。 

お諮りいたします。 

本総会の会期は、本日１日間にしたいと思いますが、これに、ご異議ございませんか。 

 

―［異議なし］の声― 

 

議長（会長） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本総会の会期は、本日１日間と決定しました。 

 

 

議長（会長） 

日程第３、事務報告を行います。 

事務局長から報告いたします。 

 

事務局長 

平成３１年３月６日から３月２７日までの事務・事業の結果並びに３月２９日から４

月２４日までの事務・事業の予定について、報告。 

 

議長（会長） 

これで、日程第３、事務報告を終わります。 

 

 

議長（会長） 

 日程第４、報告第１号 農地の現状変更届出について、を報告します。 

 最初に、第１区の番号１番の１案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田２筆 １，６３４㎡の内８３９㎡、耕作条件改善を

図るための盛土で、完了後は、転作田として牧草を作付する旨の１案件を説明。 
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議長（会長） 

 次に、去る３月２０日、議席番号９番 曽根 金雄 委員、農地利用最適化推進委員の 

鈴木 孝夫 委員及び 佐々木 栄夫 委員が現地確認調査を行っておりますので、その

結果の報告をお願いいたします。 

 それでは、鈴木 孝夫 推進委員から報告願います。 

 

鈴木 孝夫 推進委員 

 農地の現状変更届について、去る３月２０日、現地確認調査を行ってまいりましたので

報告いたします。 

 詳細については事務局から説明があったとおりでありますが、現状を見ますと、１筆の

水田において段差のある農地になっていたことから、低い農地に盛土を行い、段差のない

農地として耕作条件の改善を図るものであり、周辺農地にも与える影響はないものと判断

してまいりましたので報告いたします。 

 

議長（会長） 

 次に、第２区の番号２番の１案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

第２区の番号２番は、金成地区の田１筆 ２５６㎡、排水不良のため耕作条件の改善を

図る盛土で、完了後は、転作田として露地野菜を作付する旨の１案件を説明。 

 

議長（会長） 

 次に、去る３月２２日、議席番号３番 阿部 一信 委員、農地利用最適化推進委員の 

小野 大介 委員及び 阿部 正一 委員が現地確認調査を行っておりますので、その結

果の報告をお願いいたします。 

 それでは、小野 大介 推進委員から報告願います。 

 

小野 大介 推進委員 

 去る３月２２日、現地確認調査を行ってまいりました。 

 現地を見ますと、東北自動車道と市道に挟まれた小さな水田であり、隣地も盛土し畑と

して利用されている場所であります。今回の現状変更は、排水不良に伴う耕作条件の改良

ということで、周辺に与える影響も無いものと確認して来ましたので、報告いたします。 

 

議長（会長） 

 次に、第３区の番号３番から７番までの５案件について、事務局から報告いたします。 
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事務局 

第３区の番号３番は、栗駒地区の田１筆 ２６５㎡、 

番号４番は、栗駒地区の田１筆 ３７０㎡、 

番号５番は、栗駒地区の田１筆 ８７３㎡ 

番号６番は、栗駒地区の田１筆 ３１９㎡、いずれも、同一計画の関連案件で、隣接す

る４筆の沢田の排水不良を整備するための盛土で、耕作条件改善後は、４筆を１枚の田と

して管理し、牧草を作付する旨の４案件、 

番号７番は、栗駒地区の田１筆 ２，７５５㎡の内２，０００㎡、排水不良の改善を図

るための盛土で、耕作条件改善後は、転作田として牧草を作付する旨の１案件、 

以上、５案件を説明。 

 

議長（会長） 

 次に、去る３月２２日、議席番号４番 吉田 優俊 委員、農地利用最適化推進委員の 

佐藤 東一 委員及び 伊藤 重行 委員が現地確認調査を行っておりますので、その結

果の報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号４番 吉田 優俊 委員から報告願います。 

 

４番 吉田 優俊 委員 

 去る３月２２日、書類での審査及び現地確認を行ってまいりました。 

 番号３番から６番までの関連案件は、耕作条件の改善を図るための盛土で、盛土高が２．

５ｍと高く、畦畔も急勾配であったことから、水路等への土砂流入が懸念される心配もあ

りましたが、工事施工者に注視するよう指導した案件であります。 

番号７番も耕作条件の改善を図るための盛土で、盛土高が１．２ｍということで、これ

については周辺に与える影響はないものと判断してまいりました。 

以上、報告いたします。 

 

議長（会長） 

 これで、日程第４、報告第１号 農地の現状変更届出について、報告を終わります。 

 

 

議長（会長） 

日程第５、報告第２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、を報告しま

す。 

第１区の番号１番から３番までの３案件、 

第２区の番号４番から１４番までの１１案件、 

第３区の番号１５番及び１６番の２案件、 

併せて、１６案件について、事務局から報告いたします。 
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事務局 

第１区の番号１番は、一迫地区の田３筆 ３，０９０㎡、双方合意による農地法第３条

の賃貸借権設定解約の１案件、 

番号２番は、一迫地区の田３筆 ６，５２２㎡、売買のためによる基盤法の賃貸借権設

定解約の１案件、 

番号３番は、一迫地区の畑２筆 ２９，５７５㎡、双方合意による基盤法の賃貸借権設

定解約の１案件、 

第２区の番号４番は、若柳地区の田４筆 ３，１１５㎡、貸人死亡に伴う相続のために

よる農地法第３条の賃貸借権設定解約の１案件、 

番号５番は、若柳地区の田１筆 １，０１４㎡、双方合意による農地法第３条の賃貸借

権設定解約の１案件、 

番号６番は、金成地区の田２０筆 １９，９６５㎡、双方合意による農地法第３条の賃

貸借権設定解約の１案件、 

番号７番は、金成地区の田３筆 ２，９８１㎡、賃貸借権設定のためによる農地法第３

条の賃貸借権設定解約の１案件、 

番号８番は、金成地区の田２筆 ２，５６７㎡、双方合意による農地法第３条の賃貸借

権設定解約の１案件、 

番号９番は、金成地区の田２筆 １５，４２８㎡、賃貸借権設定のためによる基盤法の

賃貸借権設定解約の１案件、 

番号１０番は、金成地区の田２４筆 ２２，１７０㎡、売買のためによる基盤法の賃貸

借権設定解約の１案件、 

番号１１番及び１２番は関連で、金成地区の田９筆 ２０，１３１㎡、贈与のためによ

る農地利用集積円滑化事業の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号１３番及び１４番は関連で、金成地区の田１３筆 １１，０４０㎡、売買のために

よる農地利用集積円滑化事業の賃貸借権設定解約の２案件、 

第３区の番号１５番は、栗駒地区の田２１筆 ２５，６４７㎡、子に贈与するためによ

る基盤法の賃貸借権設定解約の１案件、 

番号１６番は、鶯沢地区の田１筆 １，５５４㎡、売買のためによる基盤法の賃貸借権

設定解約の１案件、 

以上、１６案件を説明報告。 

 

議長（会長） 

これで、日程第５、報告第２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、報

告を終わります。 
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議長（会長） 

日程第６、報告第３号 使用貸借権の解約通知について、を報告いたします。 

第１区の番号１番の１案件、 

第２区の番号２番及び３番の２案件、 

併せて、３案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田１１筆 ４０，１７３㎡、畑２筆 ５，８３８㎡、

合計 ４６，０１１㎡、子に贈与するためによる農地法第３条の使用貸借権設定解約の１

案件、 

第２区の番号２番は、若柳地区の田１５筆 １０，９６７㎡、賃貸借権設定のためによ

る農地法第３条の使用貸借権設定解約の１案件 

番号３番は、志波姫地区の田４筆 ６，５６１㎡、賃貸借権設定のためによる農地法第

３条の使用貸借権設定解約の１案件 

以上、３案件を説明報告。  

 

議長（会長） 

これで、日程第６、報告第３号 使用貸借権の解約通知について、報告を終わります。 

 

 

議長（会長） 

 日程第７、報告第４号 平成３１年度栗原市農作業標準賃金について、報告いたしま 

す。 

 初めに、栗原市農作業標準賃金内部検討委員会 委員長であります 議席番号１８番 

佐々木 弘 委員から報告をいただきます。 

 

１８番 佐々木 弘 委員 

平成３１年度栗原市農作業標準賃金については、農業委員１０人で内部検討委員会を設

置し、２回の検討を重ねた後に、各地区の受託者や委託者で構成する検討委員会で審議

し決定しております。 

今年度の内容といたしましては、昨年の要望等や資材等の高騰、賃金の上昇等を考慮

し、資材等の高騰では１０円、賃金の上昇等では１００円から３００円の値上げ、その

他は、昨年と同様の内容で平成３１年度の農作業標準賃金を決定しました。以上、報告

を終わります。 

 

議長（会長） 

 次に、内容について、事務局から報告いたします。 
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事務局 

内容については、佐々木委員長から報告があったとおりでありますが、肥料･薬剤散

布、苗代、乾燥調整で１０円、耕起･代かき、田植え、脱穀で１００円、普通作業賃金で

３００円が上昇となっております。 

平成３１年度（２０１９年度）栗原市農作業標準賃金表については、４月１日発行の農

業委員会だよりや市のホームページで公表することとしております。以上であります。 

 

議長（会長） 

 これで、日程第７、報告第４号 平成３１年栗原市農作業標準賃金について、報告を終

わります。 

 

 

議長（会長） 

 日程第８、議案第１号 農地法第３条の規定による許可取消願について、を議題といた

します。 

 第１区の番号１番の１案件を審議します。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、瀬峰地区の田４筆 １３，６１３㎡、畑４筆 ２，４７０㎡、合

計 １６，０８３㎡、平成３１年１月２９日付けで所有権移転贈与の許可決定となった案

件であるが、譲渡人が平成３１年２月１４日に死亡し相続に切り替えるため、許可の取消

しを求める１案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

 それでは、議案第１号 農地法第３条の規定による許可取消願についての、番号１番の

１案件は、原案のとおり、取り消すことのご異議ございませんか 

 

  ―「異議なし」の声― 
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議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第８、議案第１号 農地法第３条の規定による許可取消願についての、番

号１番の１案件は、取り消すことに決しました。 

 

 

議長（会長） 

日程第９、議案第２号 農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といたし

ます。 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限に該当する案

件がありますので、先に審議を行います。 

初めに、第３区の番号２５番の１案件を審議します。 

議席番号１７番 岩渕 弘 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 

議長（会長） 

 暫時休憩します。（午後 ２時 １分） （１７番 岩渕 弘 委員 退席） 

 

議長（会長） 

会議を再開します。（午後 ２時 ２分） 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号２５番は、栗駒地区の田２１筆 ２５，６４７㎡、畑４筆 ２，２００

㎡、合計 ２７，８４７㎡、経営継承による農業後継者への所有権移転贈与の１案件を説

明。 

 

議長（会長） 

次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、佐藤 東一 推進委員から報告願います。 

 

佐藤 東一 推進委員 

農地法第３条許可について、去る３月２２日、書類審査及び確認調査を行いました。 

番号２５番は、親子間による経営継承の贈与であり、特に問題はないものと判断しまし

たので、審議をお願いします。 
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議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第２号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号２５番の

１案件は、原案のとおり、許可することにご異議がございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第９、議案第２号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号

２５番の１案件は、原案のとおり、許可することに決定いたしました。 

 

議長（会長） 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号１

７番 岩渕 弘 委員の入場を許可します。 

 

議長（会長） 

暫時休憩します。（午後 ２時 ４分） 

 

議長（会長） 

 会議を再開します。（午後 ２時 ４分） 

次に、第１区の番号１番から１３番までの１３案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の畑１筆 １，６７６㎡、耕作利便を図るための所有

権移転売買の１案件、 

番号２番は、築館地区の田１筆 ４１９㎡、耕作利便を図るための所有権移転贈与の

１案件、 

番号３番は、築館地区の畑４筆 ９，９０１㎡、隣接宅地購入と併せ野菜生産を開始



 11 

するための所有権移転贈与で、新たに経営開始となる１案件、 

番号４番は、築館地区の田２筆 １７，３４８㎡、畑１筆 １，４９６㎡、合計 １

８，８４４㎡、相手方の要望による所有権移転贈与の１案件、 

番号５番は、築館地区の田１筆 ３，１３８㎡、相手方の要望による賃貸借権設定の１

案件、 

番号６番は、築館地区の田１筆 ９１０㎡、耕作利便を図るための使用貸借権設定の

１案件、 

番号７番は、高清水地区の畑２筆 ８５４㎡、２月の総会で空き家バンクの指定を受

けた農地で、隣接宅地と一体購入し、自家野菜畑として利用するための所有権移転売買

の１案件、 

番号８番は、高清水地区の田１筆 ５２４㎡、相手方の要望による所有権移転売買の

１案件、 

番号９番は、一迫地区の田１筆 ２０４㎡、農地法施行令第２条第３項第３号の例外

規定に該当する隣接地との一体利用に係る案件で、相手方の要望による所有権移転売買

の１案件、 

番号１０番は、一迫地区の畑１筆 １，４５３㎡、経営継承による親子間の所有権移転

贈与の１案件、 

番号１１番は、一迫地区の田１筆 ３，９４１㎡、経営規模拡大による所有権移転贈与

の１案件、 

番号１２番は、一迫地区の畑６筆 ２９，３６９㎡、農業者年金受給ための経営継承に

よる親子間の使用貸借権設定の１案件、 

番号１３番は、築館･瀬峰地区の田１４筆 ４２，９７３、畑２筆 ５，８３８㎡、合

計 ４８，８１１㎡、経営継承による親子間の所有権移転贈与の１案件 

以上、１３案件が許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長（会長） 

次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、議席番号９番 曽根 金雄 委員から報告願います。 

 

９番 曽根 金雄 委員 

議案第２号 農地法第３条許可申請について、去る３月２０日、書類審査及び現地確認

調査を実施しましたので報告いたします。 

詳細については、事務局から説明があったとおり、耕作利便、遠隔地での耕作管理困

難、労力不足、農業者年金受給の経営継承、耕作規模拡大等による贈与や売買、賃貸借

等となっており、許可にあたっては、審議基準であります全部効率要件や地域調和要件

を満たしており、特に問題ないものと判断しましたので、ご審議の程、よろしくお願い

いたします。  
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議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号１４番から２４番までの１１案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号１４番は、若柳地区の田１筆 ４２９㎡、 

番号１５番は、若柳地区の田２筆 １，０２９㎡、いずれも、相手方の要望による所有

権移転売買の２案件、 

番号１６番は、若柳地区の田１４筆 １５，８５７㎡、経営継承による農業後継者への

所有権移転贈与の１案件、 

番号１７番は、若柳地区の田４筆 ３，１１５㎡、 

番号１８番は、若柳地区の田３筆 ２，９４８㎡、 

番号１９番は、若柳地区の田３筆 ３，０５１㎡、いずれも、相手方の要望による賃貸

借権設定の３案件、 

番号２０番は、金成地区の田１筆 １，９２２㎡、畑４筆 １０，１３９㎡、合計 １

２，０６１㎡、相手方の要望による所有権移転売買の１案件、 

番号２１番は、金成地区の田９筆 ２０，１３１㎡、畑３筆 ７，１３８㎡、合計 

２７，２６９㎡、経営継承による農業後継者への所有権移転贈与の１案件、 

番号２２番は、志波姫地区の田２筆 ５４３㎡、 

番号２３番は、志波姫地区の田１７筆 ２８，３９６㎡、畑３筆 ２，６２１㎡、合計 

３１，０１７㎡、いずれも、経営継承による農業後継者への所有権移転贈与の２案件、 

番号２４番は、志波姫地区の田４筆 ６，５６１㎡、経営規模拡大による賃貸借権設

定の１案件、 

以上、１１案件が許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長（会長） 

次に、現地確認調査の結果報告をお願いたします。 

それでは、阿部 正一 推進委員から報告願います。 
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阿部 正一 推進委員 

去る３月２２日、書類審査を行いましたので報告します。 

番号１４番、１５番、１７番、１８番、１９番、２０番、２４番は、いずれも、耕作不

便や労力不足による売買や賃貸借、番号１６番、２１番、２２番、２３番は、経営継承に

よる農業後継者への贈与であり、許可にあたっては、審査基準を満たしているものと判断

いたしました。ご審議の程、よろしくお願いいたします。   

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

   

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号２６番から３１番までの６案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第３区の番号２６番は、栗駒地区の田１１筆 １３，２５９㎡、畑１筆 １，８５２㎡、

合計 １５，１１１㎡、経営継承による農業後継者への所有権移転贈与の１案件、 

番号２７番は、栗駒地区の田１筆 ２，１４０㎡、相手方の要望による所有権移転贈

与の１案件、 

番号２８番は、栗駒地区の田１筆 ６２６㎡、耕作利便を図るための賃貸借権設定の１

案件、 

番号２９番は、栗駒地区の田２筆 ２，４７５㎡、経営規模拡大による賃貸借権設定の

１案件、 

番号３０番は、栗駒地区の田２筆 ２，８６９㎡、農業者年金受給ための経営継承によ

る親子間の使用貸借権設定の１案件、 

番号３１番は、花山地区の田１筆 ６０３㎡、相手方の要望による賃貸借権設定の１案

件、 

以上、６案件が許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長（会長） 

次に、現地確認調査の結果報告をお願いたします。 

それでは、佐藤 東一 推進委員から報告願います。 
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佐藤 東一 推進委員 

現地調査を行ってまいりましたので、報告いたします。 

番号２６番は農業後継者への贈与、番号２７番は耕作管理困難なための贈与、番号２

８番は経営合理化のための賃貸借、番号２９番は経営規模拡大の賃貸借、番号３０番は

農業者年金継続受給の使用貸借、番号３１番は労力不足による賃貸借で、特に問題はな

いものと判断しましたので、ご審議の程、よろしくお願いいたします。  

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第２号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号１番から

２４番までの２４案件、番号２６番から３１番までの６案件、併せて３０案件は、原案の

とおり、許可することにご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第９、議案第２号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号

１番から２４番までの２４案件、番号２６番から３１番までの６案件、併せて３０案件

は、原案のとおり、許可することに決定いたしました。  

 

 

議長（会長） 

日程第１０、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請について、を議題とい

たします。 

初めに、第１区の番号１番及び２番の２案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、一迫地区の畑２筆 ５２０㎡を所有権移転売買により譲り受け、
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一般個人住宅の住宅用地として転用し、住宅１棟及び駐車場を造成するものであり、農地

区分は、一迫総合支所から３００ｍ以内に存する第３種農地である旨の１案件、 

番号２番は、一迫地区の畑１筆 ２，４８９㎡を地上権設定により賃借し、太陽光発電

施設の業務用地として転用し、太陽光発電設備による売電収入を得るものであり、農地区

分は、山林等に囲まれた１０ｈａ以下の小集団の生産性の低い第２種農地である旨の１案

件、 

以上、２案件が許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長（会長） 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いたします。 

それでは、議席番号９番 曽根 金雄 委員から報告願います。 

 

９番 曽根 金雄 委員 

去る３月２０日、書類審査及び現地確認を行ってまいりました。 

詳細についても事務局から説明があったとおりでありますが、 

番号１番の現地を確認しますと、一迫あやめ園の西側入り口に位置する第３種農地であ

り、周辺農地に与える影響もなく、転用許可にあたっては、農地の広がりもないことから

特に問題はないものと判断しました。 

番号２番の現地を確認しますと、築館クリーンセンターと一迫境に位置し、荒廃の見ら

れる畑でありますが、山林等に囲まれた小集団の第２種農地で、周辺農地に与える影響は

無く、転用許可にあたっては、特に問題はないものと判断しました。 

以上、２件について、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

 

議長（会長） 

 はい、１９番 佐藤 勝 委員。 

 

１９番 佐藤 勝 委員 

 番号２番は、２１年間の地上権設定による太陽光発電設備の案件であり、貸し人が７６

歳とご高齢となっているが、２１年間の間で貸し人が亡くなった場合等の契約は、どのよ

うな対応になるのか伺いたい。 
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議長（会長） 

 はい、事務局説明。 

 

事務局 

 貸し人が死亡した場合は、民法による相続手続によって、相続人に地上権設定も含む契

約行為が継承されることになる旨を説明。 

 

議長（会長） 

 よろしいですか。他にありませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号３番及び４番の２案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号３番は、金成地区の畑１筆 ３４５㎡を所有権移転売買により譲り受け、

事業用の業務用地として転用し、従業員及び来客用駐車場、貸駐車場を造成するものであ

り、農地区分は、上下水道管が埋設さている道路の沿道区域で、５００ｍ以内に公共施設

等が存する第３種農地である旨の１案件、 

番号４番は、金成地区の畑２筆 １，７７５㎡を所有権移転売買により譲り受け、太陽

光発電施設の業務用地として転用し、太陽光発電装置設置による売電収入を得るものであ

り、農地区分は、上下水道管が埋設さている道路の沿道区域で、５００ｍ以内に公共施設

等が存する第３種農地である旨の１案件、 

以上、２案件が許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長（会長） 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いたします。 

それでは、小野 大介 推進委員から報告願います。 

 

小野 大介 推進委員 

去る３月２２日、現地確認を行ってまいりました。 

番号３番は、金成地区の街中に位置し、住宅地に囲まれている農地であり、駐車場を設

置しても周辺農地に与える影響は無いものと、 

番号４番は、金成地区の街中から若干離れた場所に位置し、何も作付けされていない段
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差のある畑であり、太陽光発電設備を設置しても、周辺農地に与える影響は無いものと判

断してまいりました。ご審議の程、よろしくお願いします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請についての、番号１番から

４番までの４案件は、原案を可とすることにご異議ございませんか。 

 

―「異議なし」の声― 

  

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１０、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請についての、番

号１番から４番までの４案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

 

議長（会長） 

ここで、午後 ２時４５分まで休憩といたします。 

 （休憩 午後 ２時３２分から ２時４５分まで） 

 

 

議長（会長） 

休憩を解き、会議を再開します。（午後 ２時４６分） 

 日程第１１、議案第４号 農用地利用集積計画について、を議題といたします。 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限に該当する案 

件がありますので、先に審議を行います。 

初めに、第１区の番号９番の１案件を審議します。 

議席番号９番 曽根 金雄 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 
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議長（会長） 

暫時休憩します。（午後 ２時４７分）（９番 曽根 金雄 委員 退席） 

 

議長（会長） 

会議を再開します。（午後 ２時４７分） 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号９番は、築館地区の田１筆 １８５㎡、新規の使用貸借権設定である旨の

１案件を説明。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号９番の１案件は、原案を

可とすることにご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１１、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号９番の１案件

は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長（会長） 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号９

番 曽根 金雄 委員の入場を許可します。 

 

議長（会長） 

暫時休憩します。（午後 ２時４８分） 
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議長（会長） 

会議を再開します。（午後 ２時４８分） 

次に、第２区の番号９９番から１０２番までの４案件を審議します。 

議席番号１８番 佐々木 弘 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 

議長（会長） 

暫時休憩します。（午後 ２時４９分）（ １８番 佐々木 弘 委員 退席） 

 

議長（会長） 

会議を再開します。（午後 ２時４９分） 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号９９番は、志波姫地区の田２筆 ５５２㎡、 

番号１００番は、志波姫地区の田２筆 ３，５９６㎡、 

番号１０１番は、志波姫地区の田１４筆 １４，３２０㎡、 

番号１０２番は、志波姫地区の田４筆 ３，４２９㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定

である旨の４案件を説明。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号９９番から１０２番まで

の４案件は、原案を可とすることにご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１１、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号９９番から１

０１２番までの４案件は、原案を可とすることに決しました。 
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なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長（会長） 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号１

８番 佐々木 弘 委員の入場を許可します。 

 

議長（会長） 

暫時休憩します。（午後 ２時５０分） 

 

議長（会長） 

会議を再開します。（午後 ２時５０分） 

次に、第１区の番号１番から８番までの８案件、番号１０番から５８番までの４９案

件、併せて５７案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田４筆 １０，２５８㎡、 

番号２番は、築館地区の田１筆 ８，９５６㎡、いずれも、所有権移転売買である旨の

２案件、 

番号３番は、築館地区の田１筆 ５，４０９㎡、 

番号４番は、築館地区の田１筆 ３，３００㎡、 

番号５番は、築館地区の田２筆 １０，４０８㎡、 

番号６番は、築館地区の田２筆 ４，８５４㎡、 

番号７番は、築館地区の田１筆 ３，５６６㎡、 

番号８番は、築館地区の田１４筆 ２４，５２３㎡、畑４筆 ７，０１２㎡、合計 ３

１，５３５㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定である６案件、 

番号１０番は、高清水地区の田１筆 ４，４４７㎡、更新の賃貸借権設定である旨の１

案件、 

番号１１番は、一迫地区の田３筆 ６，５２２㎡、所有権移転売買である旨の１案件、 

番号１２番は、一迫地区の田５筆 ５，５６６㎡、新規及び更新の使用貸借権設定であ

る旨の１案件、 

番号１３番は、一迫地区の田２筆 １，９５４㎡、 

番号１４番は、一迫地区の田５筆 １，８６７㎡、 

番号１５番は、一迫地区の田５筆 ８，６５０㎡、 

番号１６番は、一迫地区の田４筆 ５，６０８㎡、 

番号１７番は、一迫地区の田３筆 ４，２７０㎡、 

番号１８番は、一迫地区の田２筆 １，１２３㎡、 
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番号１９番は、一迫地区の田６筆 ２，１３５㎡、 

番号２０番は、一迫地区の田１５筆 １２，５３２．６８㎡、 

番号２１番は、一迫地区の田１筆 ２，１１８㎡、 

番号２２番は、一迫地区の田１筆 １，９７０㎡、 

番号２３番は、一迫地区の田７筆 ６，８４８㎡、 

番号２４番は、一迫地区の田２筆 １，６４２㎡、 

番号２５番は、一迫地区の田２筆 １，３４８㎡、 

番号２６番は、一迫地区の田３筆 ４，６５２㎡、 

番号２７番は、一迫地区の田８筆 ９，６８５㎡、 

番号２８番は、一迫地区の田３筆 ４，８９６㎡、 

番号２９番は、一迫地区の田１筆 １，１５０㎡、 

番号３０番は、一迫地区の田７筆 １３，７０４㎡、 

番号３１番は、一迫地区の田３筆 ４，１７０㎡、 

番号３２番は、一迫地区の田４筆 ６，３５０㎡、 

番号３３番は、一迫地区の田２筆 ３，１０８㎡、 

番号３４番は、一迫地区の田８筆 １２，０１７㎡、 

番号３５番は、一迫地区の田８筆 １３，４０６㎡、 

番号３６番は、一迫地区の田９筆 ２８，１９６㎡、 

番号３７番は、一迫地区の田６筆 ４，７６０㎡、 

番号３８番は、一迫地区の田７筆 ７，４１０㎡、 

番号３９番は、一迫地区の田３筆 ４，７５０㎡、 

番号４０番は、一迫地区の田７筆 １２，８１０㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定で

ある旨の２８案件、 

番号４１番は、一迫地区の田４筆 １，１０３㎡、新規の使用貸借権設定である旨の１

案件、 

番号４２番は、一迫地区の田２筆 ６，０３０㎡、 

番号４３番は、一迫地区の田２筆 ４，７１１㎡、 

番号４４番は、一迫地区の田１４筆 １２，６５０㎡、 

番号４５番は、一迫地区の田２筆 １，０３１㎡、畑１筆 ３０１㎡、合計 １，３３

２㎡、 

番号４６番は、一迫地区の田４筆 ４，７９７㎡、いずれも、農地中間管理事業による

新規の賃貸借権設定である旨の５案件、 

番号４７番は、瀬峰地区の田１筆 １，０１３㎡、 

番号４８番は、瀬峰地区の田１筆 ４，１８２㎡、いずれも、所有権移転売買である旨

の２案件、 

番号４９番は、瀬峰地区の田７筆 ６，１５２㎡、 

番号５０番は、瀬峰地区の田５筆 ２，７９３㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定であ



 22 

る旨の２案件、 

番号５１番は、瀬峰地区の田１筆 １，０３６㎡、 

番号５２番は、瀬峰地区の田１５筆 １０，２０７㎡、 

番号５３番は、瀬峰地区の田１０筆 ６，１４２㎡、 

番号５４番は、瀬峰地区の田２２筆 ３８，２６５㎡、畑１筆 ３２５㎡、合計 ３

８，５９０㎡、 

番号５５番は、瀬峰地区の田１４筆 １０，０８０㎡、 

番号５６番は、瀬峰地区の田８筆 ４，５６８㎡、 

番号５７番は、瀬峰地区の田３筆 １３，５３２㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定で

ある旨の７案件、 

番号５８番は、瀬峰地区の田３筆 １，７８５㎡、更新の使用貸借権設定である旨の１

案件、 

以上、５７案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号５９番から９８番までの４０案件、番号１０３番から１１８番まで

の１６案件、併せて５６案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第２区の番号５９番は、若柳地区の田２筆 １，９２９㎡、 

番号６０番は、若柳地区の田１筆 ９９５㎡、 

番号６１番は、若柳地区の田１筆 ７３７㎡、 

番号６２番は、若柳地区の田１筆 １，００７㎡、いずれも、所有権移転売買である旨

の４案件、 

番号６３番は、若柳地区の田１９筆 １６，１６７㎡、畑１筆 １，１３１㎡、合計 

１７，２９８㎡、 

番号６４番は、若柳地区の田１筆 ８９㎡、 

番号６５番は、若柳地区の田１５筆 １０，９６７㎡、 

番号６６番は、若柳地区の田９筆 ９，０７４㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定であ
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る旨の４案件、 

番号６７番は、若柳地区の田７筆 ４，７４４㎡、新規及び更新の賃貸借権設定である

旨の１案件、 

番号６８番は、若柳地区の田２筆 ５，９７９㎡、 

番号６９番は、若柳地区の田１筆 ２，６４９㎡、 

番号７０番は、若柳地区の田６筆 ５，３０２㎡、 

番号７１番は、若柳地区の田５筆 ３，７１０㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定であ

る旨の４案件、 

番号７２番は、若柳地区の田８筆 ３，９４８㎡、更新の使用貸借権設定である旨の１

案件、 

番号７３番は、若柳地区の田９筆 ２０，８９３㎡、 

番号７４番は、若柳地区の田１２筆 １１，６３９㎡、 

番号７５番は、若柳地区の田１３筆 ２０，６４６㎡、いずれも、農地中間管理事業に

よる新規の賃貸借権設定である旨の３案件、 

番号７６番は、金成地区の田２筆 ２，０７９㎡、 

番号７７番は、金成地区の田２５筆 １７，５９３㎡、 

番号７８番は、金成地区の田２４筆 ２２，１７０㎡、 

番号７９番は、金成地区の田１２筆 １０，４２９㎡、いずれも、所有権移転売買であ

る旨の４案件、 

番号８０番は、金成地区の田２筆 １５，４２８㎡、 

番号８１番は、金成地区の田１筆 ９８１㎡、 

番号８２番は、金成地区の田１筆 ８３８㎡、 

番号８３番は、金成地区の田３筆 ２，９８１㎡、 

番号８４番は、金成地区の田２筆 ２，７３５㎡、 

番号８５番は、金成地区の田４筆 ７，９６５㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定であ

る旨の６案件、 

番号８６番は、金成地区の田７筆 ５，４９５㎡、 

番号８７番は、金成地区の田５筆 １３，８６４㎡、 

番号８８番は、金成地区の田２筆 ６，４６１㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定であ

る旨の３案件、 

番号８９番は、志波姫地区の田６筆 ９，００５㎡、 

番号９０番は、志波姫地区の田１筆 ５７３㎡、 

番号９１番は、志波姫地区の田２筆 ５，２６０㎡、 

番号９２番は、志波姫地区の田３筆 ２，７４１㎡、いずれも、所有権移転売買である

旨の４案件、 

番号９３番は、志波姫地区の田８筆 １７，９３３㎡、畑１筆 １，７８２㎡、合計 １

９，７１５㎡、 
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番号９４番は、志波姫地区の田２筆 １，８８０㎡、 

番号９５番は、志波姫地区の田４筆 ７，６５８㎡、 

番号９６番は、志波姫地区の田５筆 ５，０４５㎡、 

番号９７番は、志波姫地区の田８筆 ７，１６９㎡、 

番号９８番は、志波姫地区の田５筆 ６，８３３㎡、 

番号１０３番は、志波姫地区の田４筆 ５，７４４㎡、 

番号１０４番は、志波姫地区の田１筆 １，５６３㎡、 

番号１０５番は、志波姫地区の田９筆 １６，０８７㎡、 

番号１０６番は、志波姫地区の田４筆 ６，４２１㎡、 

番号１０７番は、志波姫地区の田５筆 ５，９０２㎡、 

番号１０８番は、志波姫地区の田１筆 ４，１９７㎡、 

番号１０９番は、志波姫地区の田８筆 １５，１７４㎡、 

番号１１０番は、志波姫地区の田４筆 ３，４７６㎡、 

番号１１１番は、志波姫地区の田７筆 １０，４８６㎡、いずれも、新規の賃貸借権設

定である旨の１５案件、 

番号１１２番は、志波姫地区の田４筆 ３，９７０㎡、 

番号１１３番は、志波姫地区の田５筆 ４，７４８㎡、 

番号１１４番は、志波姫地区の田２筆 ３，５４３㎡、 

番号１１５番は、志波姫地区の田３筆 ２，１６９㎡、 

番号１１６番は、志波姫地区の田２１筆 ３７，９０５㎡、 

番号１１７番は、志波姫地区の田７筆 ８，０１３㎡、 

番号１１８番は、志波姫地区の田３筆 ７，３４６㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定

である旨の７案件、 

以上、５６案件を説明。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号１１９番から１４３番までの２５案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第３区の番号１１９番は、栗駒地区の田１筆 ３，０６４㎡、 
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番号１２０番は、栗駒地区の田１筆 ２，５１３㎡、 

番号１２１番は、栗駒地区の田１筆 ９１１㎡、 

番号１２２番は、栗駒地区の田２筆 ２，４８０㎡、 

番号１２３番は、栗駒地区の田１筆 １，５８０㎡、 

番号１２４番は、栗駒地区の田７筆 １１，４９２㎡、 

番号１２５番は、栗駒地区の田６筆 ４，４９６㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定で

ある旨の７案件、 

番号１２６番は、栗駒地区の田５筆 ５，３４７㎡、 

番号１２７番は、栗駒地区の田６筆 ８，８３８㎡、 

番号１２８番は、栗駒地区の田１筆 ３，０４７㎡、 

番号１２９番は、栗駒地区の田６筆 １３，９３８㎡、 

番号１３０番は、栗駒地区の田１筆 ４，７３７㎡、 

番号１３１番は、栗駒地区の田３筆 ６，２７１㎡、 

番号１３２番は、栗駒地区の田８筆 １６，４８５㎡、 

番号１３３番は、栗駒地区の田７筆 １６，２２２㎡、 

番号１３４番は、栗駒地区の田１筆 ５，３５３㎡、 

番号１３５番は、栗駒地区の田１２筆 １６，２２０㎡、 

番号１３６番は、栗駒地区の田４筆 ８，８３２㎡、 

番号１３７番は、栗駒地区の田６筆 ９，３４０㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定で

ある旨の１２案件、 

番号１３８番は、栗駒地区の田３筆 １，９６５㎡、畑２筆 １，６７３㎡、合計 ３，

６３８㎡、新規及び更新の使用貸借権設定である旨の１案件、 

番号１３９番は、栗駒地区の田１筆 ３０４㎡、更新の使用貸借権設定である旨の１案

件、 

番号１４０番は、栗駒地区の田１５筆 １８，８９０㎡、農地中間管理事業による新規

の賃貸借権設定である旨の１案件、 

番号１４１番は、栗駒地区の田５筆 ２，２９３㎡、畑４筆 ２，４７６㎡、合計 

４，７６９㎡、農地中間管理事業による新規の使用貸借権設定である旨の１案件、 

番号１４２番は、鶯沢地区の田１筆 １，５５４㎡、所有権移転売買である旨の１案

件、 

番号１４３番は、花山地区の田４筆 ３，５９８㎡、新規の賃貸借権設定である旨の１

案件、 

以上、２５案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑ございませんか。 
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   ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号１番から８番までの８案

件、番号１０番から９８番までの８９案件、番号１０３番から１４３番までの４１案件、

併せて１３８案件は、原案を可とすることにご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１１、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号１番から８番

までの８案件、番号１０番から９８番までの８９案件、番号１０３番から１４３番までの

４１案件、併せて１３８案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知いたします。  

 

 

議長（会長） 

 日程第１２、議案第５号 農用地利用配分計画について、を議題といたします。 

初めに、第１区の番号１番から５番までの５案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

 農地利用配分計画については、基盤法による農地利用集積計画関連案件となっており、

利用権を設定する貸出人は、全て宮城県農地中間管理機構となります。 

第１区の番号１番は、一迫地区の田２筆 ６，０３０㎡、 

番号２番は、一迫地区の田２筆 ４，７１１㎡、 

番号３番は、一迫地区の田１４筆 １２，６５０㎡、 

番号４番は、一迫地区の田２筆 １，０３１㎡、畑１筆 ３０１㎡、合計 １，３３２

㎡、 

番号５番は、一迫地区の田４筆 ４，７９７㎡、いずれも、農地中間管理事業による新

規の賃貸借権設定である旨の５案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 
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  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号６番から８番までの３案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第２区の番号６番は、若柳地区の田９筆 ２０，８９３㎡、 

番号７番は、若柳地区の田１２筆 １１，６３９㎡、 

番号８番は、若柳地区の田１３筆 ２０，６４６㎡、いずれも、農地中間管理事業によ

る新規の賃貸借権設定である旨の３案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号９番及び１０番の２案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第３区の番号９番は、栗駒地区の田１５筆 １８，８９０㎡、農地中間管理事業による

新規の賃貸借権設定である旨の１案件、 

番号１０番は、栗駒地区の田５筆 ２，２９３㎡、畑４筆 ２，４７６㎡、合計 ４，

７６９㎡、農地中間管理事業による新規の使用貸借権設定である旨の１案件、 

以上、２案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
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議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第５号 農用地利用配分計画についての、番号１番から１０番までの１

０案件は、原案を可とすることにご異議ございませんか。  

 

   ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１２、議案第５号 農用地利用配分計画についての、番号１番から１０

番までの１０案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知いたします。 

 

 

議長（会長） 

 日程第１３、議案第６号 非農地証明願について、を議題といたします。 

第１区の番号１番の１案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の畑１筆 １５㎡、願出地は、昭和５２年ごろから隣家

の庭木が植栽され、宅地の一部として利用していることから、宅地への地目変更を願い出

た旨の１案件を説明。 

  

議長（会長） 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、鈴木 孝夫 推進委員から報告願います。 

 

鈴木 孝夫 推進委員 

 議案第６号 非農地証明願いについて、去る３月２０日に書類審査及び現地確認調査を

行ってまいりました。 

詳細については、事務局から説明あったとおりであり、現地を確認しますと、隣の垣根

がはみ出している状況でありました。許可にあたっては、特に問題はないと判断しました

ので、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い



 29 

ます。 

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第６号、非農地証明願についての、番号１番の１案件は、原案のとお

り、承認することにご異議ございませんか。 

      

―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１３、議案第６号 非農地証明願についての、番号１番の１案件は、原

案のとおり、承認することに決しました。 

 

 

議長（会長） 

日程第１４、議案第７号 平成３１年度栗原市農業委員会事業計画について、を議題と 

します。 

 それでは、議案の内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

農業委員会においては、果敢に農地利用の最適化に取り組み、「農地所有者の意向把

握」と「地域での話し合い」を重点化･明確化しながら、地域活動に積極的に取り組むこ

とを基本方針とし、「①農業委員会の円滑な運営と活動展開」、「②総会の円滑な運営」、

「③農業委員及び農地利用最適化推進委員の地区担当活動の充実」、「④地域農業者、農業

団体との連携強化」、「⑤農地確保･有効利用」、「⑥農業者年金の加入促進」、「⑦情報提供

活動」、「⑧女性農業委員活動」等の事業計画について説明。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 

  ―｢質疑なし｣の声― 

 



 30 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第７号、平成３１年度栗原市農業委員会事業計画について、原案のとお

り決定することに、ご異議ございませんか。 

 

  ―｢異議なし｣の声― 

 

議長（会長） 

ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１４、議案第７号、平成３１年度栗原市農業委員会事業計画について

は、原案のとおり決定いたしました。 

 

会長（会長） 

 以上をもちまして、会議案件は全て議了いたしました。 

よって、これで平成３１年第３回栗原市農業委員会 総会を閉会いたします。 

ご起立願います。ご苦労様でした。 

 

 

 

  ＜ 午後 ３時１７分 閉会 ＞ 
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